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厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
た
人
が
20
歳

以
上
60
歳
未
満
で
退
職（
失
業
）す
る
と
、

役
場
で
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
に

な
る
た
め
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
平
成

23
年
度
の
保
険
料
は
、
月
額
１
５
，
０
２

０
円
で
す
。

　

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経
済
的
に
困

難
な
人
に
は
、
申
請
に
よ
っ
て
保
険
料
の

納
付
を
免
除
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
免
除
制
度
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
を

納
め
な
く
て
も
免
除
さ
れ
た
期
間
は
老
齢

年
金
の
受
給
資
格
期
間
の
25
年
に
算
入
さ

れ
、
老
齢
基
礎
年
金
の
２
分
の
１
の
年
金

額
が
保
障
さ
れ
ま
す
。
障
害
基
礎
年
金
・

遺
族
基
礎
年
金
の
受
給
資
格
期
間
に
も
算

入
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
免
除
申
請
す
る
年
度
ま
た
は
そ

の
前
年
度
に
退
職（
失
業
）し
た
人
は
、
特

例
免
除
制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。
こ
の
特

例
免
除
で
は
、
通
常
は
審
査
の
対
象
と
な

る
本
人
の
所
得
の
状
況
を
除
外
し
て
審
査

が
行
わ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
配
偶
者
、
世

帯
主
に
一
定
以
上
の
所
得
が
あ
る
と
き
は

免
除
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※

退
職
に
は
自
己
都
合
退
職
も
含
ま
れ
ま

す
。
ま
た
、
被
扶
養
配
偶
者
だ
っ
た
人

も
、
配
偶
者
が
特
例
免
除
に
該
当
す
れ

ば
、
申
請
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
免
除
が

認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

❶
年
金
手
帳
ま
た
は
基
礎
年
金
番
号
が
分

か
る
も
の

❷
認
め
印

❸
失
業
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
る
公

的
機
関
の
証
明
の
写
し

（
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
離
職
票

な
ど
）

退
職（
失
業
）し
た
人
で
、
年
金
保
険
料
の
支
払
い
が
経
済
的
に
困
難
な
人
は
、

申
請
に
よ
っ
て
免
除
制
度
や
特
例
免
除
制
度
が
利
用
で
き
ま
す
。

申
請
を
希
望
す
る
人
は
、
手
続
き
に
必
要
な
も
の
を
持
っ
て
窓
口
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。 国

民
年
金
保
険
料
の
特
例
免
除
制
度
が
あ
り
ま
す

退
職（
失
業
）し
た
人
に
は

問 

町
民
課　

年
金
係　
　

☎（
２
３
２
）４
９
１
４

問 

熊
本
西
年
金
事
務
所　

☎（
３
５
５
）３
２
６
１

年金

男女
共同

男女共同参画社会推進懇話会
堀川　妙子委員

　
「
日
本
女
性
会
議
」
と
い
う
と
、
女
性

だ
け
が
参
加
で
き
る
会
議
と
思
わ
れ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。「
国
連
婦
人
年
」
を
記
念
し
て
始
ま
り
、

今
年
で
28
回
を
迎
え
、
住
民
と
行
政
が
連

携
し
て
、
男
女
が
共
に
支
え
合
う
社
会
を

実
現
す
る
た
め
の
歴
史
的
な
会
議
で
す
。

　

１
日
目
は
、
10
の
分
科
会
が
あ
り
、
人

権
擁
護
委
員
を
し
て
い
る
関
係
で
「
女
性

へ
の
暴
力
」
に
出
席
し
ま
し
た
。「
夫
婦

間
暴
力
」
は
、
Ｄ
Ｖ
に
よ
っ
て
命
を
落
と

す
事
例
も
あ
り
、
と
て
も
深
刻
な
問
題
で

す
。
支
援
の
現
場
で
は
長
期
的
サ
ポ
ー
ト

体
制
が
あ
り
ま
す
が
、
親
子
の
生
活
再
建

の
困
難
さ
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が

指
摘
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
２
日
目
、
開
会
式
に
引
き
続

き
「
エ
プ
ロ
ン
を
は
ず
し
て
夢
の
山
」
と

題
し
て
、
田
部
井
淳
子
さ
ん
の
記
念
講
演

が
あ
り
ま
し
た
。
山
登
り
も
一
歩
一
歩
の

前
進
が
あ
っ
て
実
現
で
き
る
こ
と
を
引
き

合
い
に
出
さ
れ
、「
男
女
共
同
参
画
」
も

長
い
道
の
り
で
あ
る
が
、
一
歩
一
歩
の
努

力
が
社
会
の
仕
組
み
を
少
し
ず
つ
変
え
て

い
く
の
で
は
な
い
か
と
、
示
唆
に
富
ん
だ

話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
く
全
体
会
で
は
、
内
閣
府
男
女
共
同

参
画
局
長
の
基
調
提
案
「
第
３
次
男
女
共

同
参
画
基
本
計
画
」
の
説
明
が
あ
り
、
私

の
心
に
響
い
た
こ
と
は
「
少
子
高
齢
化
に

よ
り
労
働
力
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
女

性
が
十
分
に
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で

き
、
活
躍
で
き
る
社
会
づ
く
り
が
、
経
済

社
会
の
活
性
化
と
い
う
観
点
か
ら
も
極
め

て
重
要
な
意
義
を
も
つ
」
と
説
明
さ
れ
た

こ
と
で
し
た
。

　

こ
の
会
議
に
出
席
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
成

果
が
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
の
成
果
を
踏
ま

え
、
菊
陽
町
の
男
女
共
同
参
画
の
社
会
の

実
現
に
向
け
て
、
こ
れ
か
ら
も
微
力
な
が

ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

町
で
は
来
年
１
月
28
日（
土
）に
「
菊
陽
町
男
女
共
同
参
画
宣
言
都
市
記
念
式
典
」

を
計
画
し
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
推
進
懇
話

会
の
堀
川
妙
子
委
員
に
10
月
14
日
・
15
日
の
両
日
、
島
根
県
松
江
市
で
開
催
さ
れ

た
「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
」
の
報
告
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
日
本
女
性
会
議
２
０
１
１
松
江
」に
参
加
し
て

菊
陽
町
は
「
男
女
共
同
参
画
都
市
宣
言
」
を
行
い
ま
す

問 

総
務
課　

男
女
共
同
参
画
推
進
係　

☎（
２
３
２
）２
１
１
１

東
日
本
大
震
災
の

　
　
　
　

被
災
自
治
体
へ
の
人
的
支
援

平成23年度採用試験

菊陽町職員を募集します
採用
試験

問 総務課　人事秘書係　☎（232）2111

■試験日　　１次試験：平成24年１月29日（日）
■受付期間　12月12日（月）～12月22日（木）
　　　　　　午前８時 30分～午後５時15分
　　　　　　（土日を除く）
■受験申込用紙などの請求
　受験申込用紙・試験要領は、総務課と武蔵ヶ丘支
所に用意しています。郵便で請求する場合は、封筒
の表に「菊陽町職員（試験職種名）採用試験申込書請

求」と朱書し、140円切手を貼った宛先明記の返信
用封筒（Ａ４サイズが入るもの）を同封し、総務課へ
請求してください。
　　試験に関する詳しい内容は、試験要領・町ホーム
ページをご覧ください。
■応募書類送付先
　〒869-1192　菊池郡菊陽町大字久保田2800番地
　菊陽町役場　総務課　人事秘書係

職　種 試験程度 採用予定数 受験資格

保育士

司　書

調理師

短大卒程度

短大卒程度

高卒程度

４人程度

１人程度

１人程度

❶昭和57年４月２日～平成４年４月１日までに生まれた人
❷保育士免許取得者または採用時までに取得見込みの人

❶昭和57年４月２日～平成４年４月１日までに生まれた人
❷司書免許取得者または採用時までに取得見込みの人

昭和57年４月２日～平成６年４月１日までに生まれた人

早田　健太郎　主事
福祉課所属

　

５
月
11
日
か
ら
７
日
間
、
宮
城
県
東
松

島
市
で
支
援
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
ち
ょ
う

ど
２
カ
月
が
経
過
し
た
日
で
し
た
。

　

私
は
、
主
に
市
役
所
で
、
被
災
さ
れ
た

方
々
の
生
活
再
建
に
係
る
給
付
金
の
申
請

受
付
を
行
い
ま
し
た
。
市
役
所
で
は
、
通

常
の
業
務
に
加
え
て
震
災
に
関
連
す
る
窓

口
を
多
数
設
置
し
て
い
る
た
め
、
会
議
室

や
廊
下
だ
け
で
な
く
、
市
役
所
の
外
に
も

プ
レ
ハ
ブ
を
設
置
し
、
熊
本
県
の
ほ
か
福

岡
県
や
東
京
都
大
田
区
な
ど
全
国
か
ら
の

支
援
チ
ー
ム
が
応
援
に
駆
け
つ
け
て
い
ま

し
た
。

　

東
松
島
市
は
、
石
巻
市
の
西
隣
に
位
置

し
、
新
聞
な
ど
で
大
曲
浜
地
区
や
野
蒜
地

区
と
い
う
地
名
を
見
聞
き
さ
れ
た
人
も
い

ら
っ
し
ゃ
る
か
と
思
い
ま
す
。
被
災
地
に

赴
く
ま
で
写
真
や
映
像
だ
け
で
し
か
見
た

こ
と
が
な
か
っ
た
光
景
を
目
の
当
た
り
に

し
、
か
つ
て
多
く
の
人
の
生
活
が
こ
の
場

所
に
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
そ
れ
は

筆
舌
に
尽
く
し
が
た
い
も
の
で
し
た
。

　

現
地
で
の
活
動
を
通
じ
、
被
災
さ
れ
た

人
や
そ
れ
を
支
援
す
る
方
々
と
接
す
る
中

で
、
地
域
づ
く
り
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大

切
さ
を
あ
ら
た
め
て
痛
感
し
ま
し
た
。
避

難
所
で
は
、
高
齢
者
の
人
や
小
さ
な
お
子

さ
ん
、
妊
婦
さ
ん
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
人
が
、

病
気
や
障
が
い
な
ど
の
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え

る
課
題
を
お
互
い
に
支
え
合
い
な
が
ら
協

同
生
活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。
隣
近
所
を

知
り
、
支
え
合
え
る
「
地
域
の
力
」。
こ

れ
か
ら
復
興
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
て
い

く
に
あ
た
り
、
そ
の
重
要
性
が
問
わ
れ
て

い
る
の
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

　

被
災
地
で
は
、
今
も
多
く
の
人
が
復
興

に
向
け
て
頑
張
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
一
人

一
人
の
小
さ
な
思
い
が
集
ま
れ
ば
大
き
な

力
に
な
り
ま
す
。
私
も
今
自
分
に
で
き
る

こ
と
を
考
え
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
復

興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

５月11日から17日まで
の７日間、東松島市で生
活再生支援制度の受付業
務に携わる

お
お
ま
が
り
は
ま

の
び
る


